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①thùuk 受動形  〔客体＋thùuk＋〈主体＋V〉〕  ※受動文では、主体は省略可能 
(1)             chǎn     thùuk       phan      tɔy 
        私    当たる1  友人     殴る    
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②dâyráp 受動形  〔客体＋dâyráp＋〈nominalized V2＋càak＋主体〉〕 
(2)            nákrian  dâyráp      kaanchomchəəy        càak        aacaan 
      学生   受けた 3    ほめること             から     先生 
 「学生は先生にほめられた。」                               (メーターピスィット 2000: 62) 
 
       dâyráp は、「ほめる」や「助ける」のような、間接的あるいは感覚的に影響を及ぼし、プ
ラスイメージを伴う動詞に用いられる傾向がある。dâyráp 受動形をとる動詞の中には thùuk
受動形をとることも可能なものがある。しかし、そのような動詞が dâyráp の後ろにくると
きには、名詞化されないまま使われる。dâyráp 受動形をとる動詞が thùuk と共に用いられる
と、マイナスイメージが加わる。 
 
③V＋dooy 受動形  〔客体＋V＋dooy＋主体〕 
(3) plee      níi       praphan      dooy               uasunthnsanaan 
      曲     この    作る      によって  ウアスントーンサナーン 
     「この曲はウアスントーンサナーンによって作られた。」 
      (メーターピスィット 2000: 63-64) 
 
 V＋dooy 受動形は、制作や創出の客体と創出の意味をもつ動詞に用いられることが多い。 
 
④penthîi-kh受動形  〔客体＋penthîi＋V＋kh＋主体〕 
(4)  raníi    penthîi           wítòkkawon    kh     chaawbâan 
         この件     なる REL   心配する    の     市民 










 Prasithrathsint (2001)は、現在では thùuk は反意の受け身文以外にも中立的な意味やよい意
味を表す受け身文を作れるようになったと主張し、thùuk の代わりに反意の受け身のみを表
す受け身文として、doon 受け身文を挙げている。doon 受け身文は、受動者+doon+行為者+V
という thùuk 受け身文(①と同様)と同じ形式の構文で表される。 
                                                   
2 動詞の前に kaan または khwaam を付けることによって、動詞は名詞化される。 
3 dâyráp はもともと「もらう・受ける」という意味を持つ動詞である。 
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(5) khǎw    doon      rót       chon      taay 
                  he         PSSV     car      hit          die 
 ‘He was hit dead by a car.’                                                            (Prasithrathsint 2001: 86) 
 
 Prasithrathsint (2006)は、どんな他動詞でも動詞の前に thùuk を前置詞として加えれば受動









(6)            phrabrm-mahăarâatchawa        mii       kamph     sǐi-khǎaw      lm      yùu. 
 王宮                                                  ある    壁                  白                  囲む      いる 
 「王宮は白い壁に囲まれている。」 
(7) tó       tua-níi         tham     càak     wátsadù     chanít        mày. 
                   机       CLF-この   作る      から     材料             種類        新しい 





表 1: タイ語の二項動詞の分類 
類 意味 タイ語の二項動詞の例 
1 類 
  
1A 類 直接 
影響 
変化 khâa「殺す」、ùn「温める」 
1B 類 無変化 tii「たたく」、tè「蹴る」、chon「ぶつかる」 
2 類 
  
2A 類 知覚 hĕn「見える」、dâyyin「聞こえる」、cəə「見つかる」 
2B 類 duu「見る、眺める」、faŋ「聴く」 
3 類 追求 r「待つ」、hăa「探す」 
4 類 知識 rúu「知る」、khâwcay「理解する」、cam「覚える」、 
5 類 感情 rák「愛する」、chp「好む」、klìat「嫌う」、kròot「怒る」、 
6 類 関係 mii「持つ、ある」、khláay「似る」、khàat「欠ける」、pen「成る」 
7 類 能力 V dây「V が可能である」、kèŋ「上手である」 










動を表す助動詞が使われる。表 1 の 9 つの類のうち、thùuk を伴って受身文が作れるのは、1A 類およ
び 1B 類のほか、3 類の一部: hăa「探す」、4 類の一部: lm「忘れる」、5 類の一部: klìat「嫌う」、kròot
「怒る」である。1A 類および 1B 類については、比較的作りやすい。一方、3 類、4 類、5 類は一般的
に受け身文にならないが、被害を意味する動詞の場合に、例外的に受け身文をつくることができる。
一方、受け身文が作れないのは、知覚を表す 2A 類、2B 類、関係を表す 6 類および可能を表す 7 類で
ある。このことから、タイ語の受け身は対象に直接影響の及ぶ 1 類に留まらず、心理的な被害の意味
















辻仁成(1999) 『冷静と情熱のあいだ Blu』(pp.5-254)の 2 冊とそのタイ語訳版である、Rosso 
ร้อนแรง (rn rŋ) (ขวัญใจ  แซ่ด ู  (khwancay seeduu)訳)、Blu เยือกเย็น (yak yen) (สมเกียรติ 
เชวงกิจวณิช (somkiat chaweeŋkitcawanit) 訳)を用いた。調査対象は、Rosso のうち pp.13-250 よ







た。その他を除く形式で一番多くの用例が得られたのは thùuk 受け身文であった。 
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表 2: 調査から得られた受け身文に対応する各形式の用例数と使用頻度 
形式 用例数 頻度 
  Rosso Blu 総数 Rosso Blu 総数 
《1》thùuk 26 45 71 21.67% 17.86% 19.09% 
《2》dâyráp+動詞 0 5 5 0.00% 1.98% 1.34% 
《3》dâyráp+名詞化された動詞 8 15 23 6.67% 5.95% 6.18% 
《4》動詞+yùu(～している) 8 7 15 6.67% 2.78% 4.03% 
《5》動詞+wáy(～しておく) 7 4 11 5.83% 1.59% 2.96% 
《6》mii+人・モノ+動詞 1 5 6 0.83% 1.98% 1.61% 
《7》mii+人・モノ+動詞+yùu 1 3 4 0.83% 1.19% 1.08% 
《8》mii+人・モノ+動詞+wáy 2 0 2 1.67% 0.00% 0.54% 
《9》mii+(人・モノ)+kaan+動詞 1 5 6 0.83% 1.98% 1.61% 
《10》penthîi+動詞 4 0 4 3.33% 0.00% 1.08% 
《11》doon 5 13 18 4.17% 5.16% 4.84% 
《12》hây/ thamhây 使役文 5 7 12 4.17% 2.78% 3.23% 
《13》その他 52 143 195 43.33% 56.75% 52.42% 





が、4.2 節では、《1》thùuk と《11》doon の用例、4.3 節では《12》hây/ thamhây 使役文の用
例を見ていく。 
 
4.2. thùuk と doon 
《1》thùuk 
 thùuk 受け身文は今回の調査において、その他を除いた形式の中で最も使用頻度が高く、
71 例見つかった。thùuk 受け身文は、受動者+ thùuk+(行為者)+動詞の形式を取る。今回の調
査では、被害を表す動詞と共起している thùuk 受け身文を多く収集できた。しかし、中立的
な意味の動詞が使われていて、文全体でも被害の意味を伴わない thùuk 受け身文も確認でき
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(8)  khǎw    k     mii                   khrpkhrua    mày        lw 
 彼         ～も   持っている   家族                 新しい   完了  
                chǎn     thùuk     khǎw    thíŋ          ná 
 私         thùuk      彼         捨てる    終助詞 
 「向こうには新しい家族もあることだし、それに私は捨てられたわけじゃない。」 
(Blu  p.80[日] p.79[タ]) 
(9) phûak-khǎw    duu-raaw                                  pratimaakam          lám-khâa   
                  彼ら                 まるで ～のように見える   造形芸術               最高の価値がある 
                  thîi            thùuk                 nam-maa              càt          sadŋ 
                  REL         thùuk                   連れて来る         飾る      展示する 
                  「まるで彼ら自身が展示された貴重な彫刻作品のようであった。」 
(Blu  p.185[日] p.174[タ]) 
 
《11》doon 





(10) tn               yùu                rooŋrian-prathom        hŋ        rk          khun  
 ～のとき      ～にいる    小学校                         CLF       初めの    あなた 
 doon     raŋk           r 
 doon      いじめる     疑問 
 「はじめの小学校でいじめられてたの？」                  (Rosso  p.79[日] p.79[タ]) 
 
4.3. hây/ thamhây 使役文 
《12》hây/ thamhây 使役文 




 (11) ma           yùu               nay        yîipùn        rûup-râaŋ       nâataa     meemí         thamhây 
                  ～のとき  ～にいる    中          日本           姿                   顔立ち    人名            CAUS 
 thúk        khon       khít      wâa       th       mây-chây        khon        yîipùn 
                  すべて    人          思う    ～と      彼女      NEG                人            日本 
 「日本での芽実は、その派手な外見のせいで外国人としてずっと見られてきた。」 
 →日本で、芽実の外見はみんなに彼女は日本人ではないと思わせた。 
(Blu  p.27[日] p.33[タ]) 
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5. 考察 








表 3: 受け身文に対応するそれぞれの形式で表れる動詞の分類のまとめ 
























thùuk ○ ◎ ● ●  ● ○  ●   
dâyráp+動詞  ● ●     ● ●   
dâyráp+名詞化された動詞  ◎ ●     ● ◎   
動詞+yùu ● ◎     ●     
動詞+wáy  ◎ ●         
mii+人・モノ+動詞  ○ ●  ●       
mii+人・モノ+動詞+yùu  ●   ●       
mii+人・モノ+動詞+wáy  ● ●         
mii+(人・モノ)+kaan+動詞  ● ○         
penthîi+動詞      ●   ●   
doon ● ◎  ●  ● ● ● ●   
hây/ thamhây ● ● ● ●   ● ● ○   
その他 ● ◎ ● ● ● ● ○  ○ ●  
 






式で表れた動詞もあった。1B 類と 1C 類の動詞はほとんどの形式で使うことができること
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6. まとめと今後の課題 
 今回の調査では、日本語の受け身文からタイ語に翻訳する際に様々な形式が取られるこ
とを確認できた。doon 受け身文や hây / thamhây 使役文の形式の使用が確認できたのは大き
な収穫であった。thùuk 受け身文に関しては、Prasithrathsint (2001, 2006)が述べているように、
中立的な意味の受け身文も作れることを確認できた。日本語の受け身文を翻訳する際には、
S+V(+O)の構造の能動文になる場合も多いということもわかった。考察では、受け身文に対







CAUS = causative                      CLF = classifier                                   CONJN = conjunction                
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